
 

 

 

 

 

 

 
 

自然災害と生きる 

副校長  新野 健太郎 

南太平洋のトンガという島国の近海で、海底火山の大規模な爆発がありました。通信網が破壊・

遮断され、当初は島の被害状況もわからない様子でした。爆発による津波の被害が、直線距離にし

て約８０００ｋｍ離れた日本でも確認されたほど、凄まじいものだったことが想像されます。私た

ちが暮らす日本でも、火山の噴火は珍しいものではありません。岐阜御嶽山の噴火災害、小笠原諸

島近海海底火山の福徳岡ノ場噴火は記憶に新しいものです。こうした、人間の力ではどうすること

もできない自然の姿を、私たちはどのように受け止めればよいのでしょうか。 

道徳の価値項目（学習する内容項目）に「畏敬の念」という概念があります。これは「主として

生命や自然、崇高なものとの関りに関すること」の中の、「感動・畏敬の念」という項目で学びま

す。「畏敬」とは、畏（おそ）れかしこまって近づけないということです。また、「自然愛護」と

いう項目もあり、そこでは自然の崇高さを知り、自然の愛護に努める心を育てます。これらの項目

で共通して学ぶことは、人間の有限さとその自覚です。そこから、人間は自然の中で生かされてい

る有限の存在でありであることを知り、自然に対して謙虚に向き合い、人間の力を超えたものを素

直に感じ取る心が育ちます。しかし人間は成長するにつれ、こうした素直に感じる力が鈍る気がし

ます。小さな子供には不思議な妖精が見えたり、樹の精霊が見えたりするのはもしかしたら本当か

もしれません。自然への畏敬の念は、本来人間には備わっているものと考えられるからです。 

 昨年度まで勤務し、私の第二の故郷となった伊豆諸島の利島では、ある古い言い伝えがあります。

それは１月２４日を「かんなんぼうし」の日といって、海からとんでもない化け物がやってくると

され、一日中、玄関扉に魔除けを施し、海さえも見てはいけないのだそうです。内容やその解釈は

島によって少しずつ形を変えていますが、自然に対する畏敬の念を絶やさぬように、恐ろしい言い

伝えに変えて、ご先祖様が子孫に残したものだと、私は考えます（島育ちでもない私の拙い解釈で

すが…）。海での自然現象による不漁、海難事故などは、時に悲しい出来事や生活の苦労を強いら

れます。しかし、見たこともない美しさや豊かな恵みも与えてくれます。周りを海に囲まれて生活

する島の人にとっては、人間の手ではどうすることもできない「海」という自然の中で、その変化、

つまり引き起こされるあらゆる現象とともに生きていかねばなりません。災いに悲しむこともあ

り、またその恵みに感謝することもあるのだと思うのです。 

かんなんぼうしの日、島を離れた私は心の中で海を畏れ、そして感謝し、畏敬の念をもって、遠

く離れたトンガ王国とその人々のことを考えました。 
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２月の行事予定★ 

※ 予定は変更になることがあります。その際は各学年だよりなどでご連絡いたします。 

日 曜 学校行事  第１学年    第２学年    第３学年    給食 

    1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6  

1 火 安全指導  ○ ○ ○ ○ ○ 総 ○ ○ ○ ○ ○ 総 ○ ○ ○ ○ ○ 総 全 

2 水   ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○  全 

3 木   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全 

4 金 漢検  ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 全 

5 土                      

6 日                      

7 月 ２学年朝礼

避難訓練 

専門中央委員会 道 ○ ○ ○ ○ △ 道 ○ ○ ○ ○ △ 道 ○ ○ ○ ○ △ 全 

8 火 1年国際理解 （講演会 中止） ○ ○ ○ 総 総 総 ○ ○ ○ ○ ○ 総 ○ ○ ○ ○ ○ 総 全 

9 水   ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○  全 

10 木   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全 

11 金 建国記念の日                     

12 土                      

13 日                      

14 月 生徒会朝礼 安全指導 道 ○ ○ ○ ○ × 道 ○ ○ ○ ○ × 道 ○ ○ ○ ○ × 全 

15 火   ○ ○ ○ ○ ○ 総 ○ ○ ○ ○ ○ 総 ○ ○ ○ ○ ○ 総 全 

16 水 職員連絡会  ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○  全 

17 木   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全 

18 金   ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 全 

19 土                      

20 日                      

21 月 都立学力検査 小中交流会(中止) 道 ○ ○ ○ ○ 総 道 ○ ○ ○ ○ 総 道 ○ ○ ○ × × 1,2 

22 火   ○ ○ ○ ○ ○ 総 ○ ○ ○ ○ ○ 総 ○ ○ ○ ○ ○ 総 全 

23 水 天皇誕生日                     

24 木 学年末考査第１日 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × 

25 金 学年末考査第２日 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × 

26 土                      

27 日                      

28 月   道 ○ ○ ○ ○ × 道 ○ ○ ○ ○ × 道 ○ ○ ○ ○ × 全 

 

 



ダンス！ ダンス！ ダンス！  
 保健体育の授業では、ダンスの取り組みが進んでいます。１・２年生では練
習の成果を発表する発表会が行われました。ヒップホップダンスを専門的に習
っている生徒もいて、驚くほど華麗なステップを見せる場面もありました。ち
ょっと恥ずかしいげに体を動かす生徒もみられましたが、決めのポーズはみん
なかっこよかったですよ！   
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
                運営も生徒で 

 

 

 

 



 
 

感染予防に関する登校について 
 
 先月号でもお知らせいたしましたが、新型コロナウイルス感染が全国的に拡大の一
途をたどっています。校内でも感染予防を行っておりますが、あらためて以下の通り
お知らせいたしますので、ご家庭でもご確認いただき、登校に関してご理解ご協力を
お願いいたします。 
 
① 発熱や頭痛、せき症状など、体調がすぐれないときはご連絡いただき、登校をお

控えください。ご家族の中で同じ状況の方がいらした場合も同じです。欠席扱い
ではありませんが、必ずご連絡ください。 

 
② ご兄弟姉妹が学級閉鎖などの措置で自宅待機となっている場合、また、ご家族の

方の職場などで感染者が確認され、ご家族の方が濃厚接触者となった場合、中学
生の登校に関して迷うことがあれば、学校にご相談ください。ただし、体調がす
ぐれないときは、どのような場合でも登校をお控えください。 

  
③ 市中での感染が広がっている中ですので、感染の不安があ

る場合も、症状の有無に限らず登校を控えていただいて構
いません。教科によってはリモート授業が可能です。学校
へのご連絡、ご相談をお願いいたします。 

 
様々なケースがあり、対応が違ってくる場合があります。 
ご不明な点は学校への相談をお願いいたします。 
 

三中日記 ～～～ 
廊下に百人一首を詠む声が響きます。その時だけは 

「しん」、と静まり返っているのですが、下の句ですぐに
「うわぁ～！」という叫びにも似た大きな声が。 

「それだっ！」 
 
 
 
       

「じっと見る…！」     「お手上げ？」   
 
    「目の前！」    ★ 残念ながら百人一首大会は中止となってしまいましたが、学級

での楽しい練習の様子をお知らせしました。 

 


